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【想定】 

〇 大型で猛烈な台風が関東を直撃し、荒川左岸で決壊が発生する。 

〇 河川の決壊が発生する「８月３１日１５時」を基準として、 

  前後約７２時間（３日間）の行動を想定 

   ※本資料はイメージとして一部抜粋し、提示するものであること。 

     必要に応じてここに記載のない機関を加えて作成するものであること。 
 

【フェーズ１ 警戒開始・情報収集】 

日時 気象情報 関係機関 行動 注 

8/27 

15 時 

(-96h) 

【気象情報】 

〇 以下の気象報道有。 

・ 超大型台風が接近。 

・ ８月３１日（月）未明に埼玉県に最接近見込み 

・ 大規模の降水量、河川流量が予測 

・ 河川の洪水、氾濫に注意 

 

 

8/28 

15 時 

(-72h) 

注意報:大雨 県 〇 情報連絡室設置 

・ 台風対応に係る関係各課の体制確認 

 

 

市町村 〇 災害警戒本部を設置。 

 

 

 【気象情報】 

〇 降雨量は以下の通り。 

（Ａ市内）８月２９日 ２００ｍｍ 

       ３０日 ３００ｍｍ 

       ３１日 ２５０ｍｍ 

（山間部）８月２９日～３１日で５５０ｍｍ～６００ｍｍ 

 

〇 山間部の降雨により、荒川、入間川流域の水位上昇も発生。 

 

〇 風も強まる。 

 

 

 

 
 
 

 ３ タイムライン詳細版（参考例） ～風水害時の大規模断水への対応 
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日時 気象情報 関係機関 行動 注 

8/30 

13 時 

(-26h) 

注意報：大雨、

洪水 

 

●荒川が避難判

断水位に達する 

市町村 〇 避難準備・高齢者等避難開始を呼びかけ 

・ 防災行政無線、メール、電話・ＦＡＸ、市

ＨＰ等による市民への広報を実施 

〇 自主避難のための避難所を開設する。 

・ 開設した避難所は、洪水ハザードマップ

で、浸水が見込まれない地区のみ。 

 

 

消防 〇 市民への避難の呼びかけ 

・ 家屋倒壊等氾濫想定区域を中心に避難の呼

びかけを実施。（避難準備・高齢者等避難開

始の発令から２時間） 

 

 

8/30 

14 時 

(-25h) 

●大雨洪水警報 

 発令 

県 〇 災害即応室（情報収集体制）を設置 

・ 県民への知事メッセージ発表 

 

 

【気象情報】 

〇 強風による飛来物のため、一部地域で電線切断が発生。 

・ 市内の一部で停電が発生 

 

 

8/31 

1 時 

(-14h) 

●大雨特別警報

発令 

警報:洪水 

県 〇 災害対策本部を立ち上げ。 

・ 災害応急対策業務の準備が本格化 

・ 外部機関との連絡調整が本格化 

・ 市災害対策本部にリエゾンを派遣 

 

(注1) 

市町村 〇 災害対策本部を設置。 

・ 各機関からのリエゾン派遣を希望 

 

 

電力会社 〇 県災害対策本部にリエゾンを派遣 

〇 市との協議により、リエゾンを派遣 

 

(注2) 

 
※以下、省略（１シナリオ２０～３０ページ程度が目安） 

                             

(注1) 大雨特別警報発令により 

(注2) 甚大な被害予想が無い場合も、市からの要請があればリエゾンを派遣する。 


